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さら I

一スト
手賀沼年平均COD値の推移

千
葉
県
水
質
保
全
課
は
８
月
幻
日
に
、
平
成
幅
年
度
の
県
内
の
河
川
や
湖
沼
、
地
下
水
の
水
質

測
定
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
手
賀
沼
中
央
地
点
の
Ｃ
ｏ
Ｄ
（
化
学
的
酸
素
要

求
量
）
の
年
平
均
値
は
洞
嘔
／
〃
（
前
年
比
率
マ
イ
ナ
ス
３
嘔
〆
〃
）
で
し
た
。
こ
の
値
は
、
先

さ
な
る

に
発
表
さ
れ
た
佐
鳴
湖
（
静
岡
県
）
の
年
平
均
値
担
爬
／
ｇ
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

環
境
省
（
旧
環
境
庁
）
の
調
査
が
始
ま
っ
た
昭
和
娼
年
以
来
謡
初
め
て
ワ
ー
ス
ト
ー
を
返
上
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

剰 ゆ
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手賀沼に流れ込む汚濁の1日平均量と発生源別の割合
（各年とも4月から翌年3月。四捨五入等により100%にならない年があります） l._』」
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手
賀
沼
流
域
は
昭
和
知
年
代
後
半

か
ら
宅
地
開
発
が
急
速
に
進
み
、
大

量
の
生
活
雑
排
水
が
手
賀
沼
に
流
れ

込
み
ま
し
た
。
そ
の
た
め
水
質
が
悪

化
し
始
め
、
昭
和
誕
年
に
は
Ｃ
○
Ｄ

値
が
丞
昭
／
２
に
達
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
下
水
道
整
備
を
は
じ
め

さ
ま
ざ
ま
な
浄
化
対
策
や
流
域
住
民

の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
最
も
汚
濁

が
進
ん
だ
昭
和
珂
釦
年
代
に
比
べ

る
と
か
な
り
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
平
成
皿
年
４
月
に
始
ま
っ
た

北
千
葉
導
水
路
の
本
格
稼
働
で
、
利

根
川
か
ら
毎
秒
亜
ト
ン
言
年
度
稼

働
日
数
２
９
４
日
の
平
均
）
の
浄
化

用
水
が
手
賀
沼
に
注
水
さ
れ
、
水
質

が
向
上
し
ま
し
た
。

｛
左
上
「
手
賀
沼
年
平
均
Ｃ
Ｏ
Ｄ
値

の
推
移
」
参
照
）

利
根
川
か
ら
の
導
水
で

水
質
が
向
上
‐

0 2,0004,0006,0008,000
1,000"3,000.5,000'7,000'(1<g/日）

市
は
環
境
基
準
の
達
成
を
め
ざ
し
、

国
や
県
、
流
域
の
市
町
村
と
連
携
し

て
、
下
水
道
の
整
備
や
合
併
処
理
浄

化
槽
の
普
及
、
ヘ
ド
ロ
の
し
ゅ
ん
せ

つ
な
ど
、
浄
化
対
策
を
今
後
も
進
め

て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
手
賀
沼
に
流
れ

込
む
汚
濁
を
減
ら
す
た
め
に
、
台
所

の
排
水
口
に
ゴ
ミ
や
油
を
流
さ
な
い

よ
う
に
し
た
り
、
家
の
ま
わ
り
の
側

溝
を
定
期
的
に
清
掃
し
た
り
す
る
な

ど
、
浄
化
に
向
け
て
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

画
手
賀
沼
課
・
内
線
４
６
２

水
質
ワ
ー
ス
ト
ー
は
返
上
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
流
入
す
る
汚

濁
物
質
は
、
ま
だ
一
日
４
０
０
０
蛇

以
上
も
あ
り
ま
す
。
沼
の
底
に
は
水

の
汚
濁
の
原
因
と
な
る
ヘ
ド
ロ
が
、

ま
だ
大
量
に
た
ま
っ
て
い
ま
玄

昨
年
８
月
と
９
月
に
利
根
川
が
渇

水
し
、
導
水
が
停
止
し
た
際
、
Ｃ
○

Ｄ
値
は
最
大
で
幻
哩
／
４
ま
で
悪
化

し
ま
し
た
。
依
然
と
し
て
汚
濁
の
状

況
は
続
い
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
そ

し
て
、
国
が
定
め
た
環
境
基
準
で
あ

る
５
昭
／
２
に
は
、
大
き
な
隔
た
り

が
あ
り
ま
す
。

環
境
基
準
の
達
成
を

め
ざ
し
て

C O D

(chemicaloxygendemand)

水の汚れに化学物質を加え

て分解させたときに必要と

する酸素の量を表す。汚れ

が多ければ必要とする酸素
の量も増えるので、数値が
高いほど汚れている。

手
賀
沼
の
現
状

一
取
り
巻

楽
し
み
な
が
ら
「
高
齢
者
の
交

Ｉ 1

ト
＝

９
月
幻
日
か
ら
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

我
孫
子
市
で
は
今
年
、
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
の
千
葉
県
最
長
記
録

４
７
０
日
を
樹
立
し
ま
し
た
。
し

か
し
そ
の
後
、
高
齢
者
の
交
通
死

亡
事
故
が
２
件
続
け
て
発
生
し
、

尊
い
命
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

被
害
者
も
加
害
者
も
、
一
瞬
に

し
て
不
幸
に
し
て
し
ま
う
交
通
事

故
。
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
譲
り
合
い
の
気
持
ち
で
、

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

重
点
目
標

◎
菖
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◎
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
。
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

手
賀
沼
が
”
年
間
続
い
た
ワ
ー

ス
ト
ー
を
返
上
し
ま
し
た
。
多
く

の
人
々
の
長
年
に
わ
た
る
努
力
の

積
み
重
ね
で
あ
り
、
率
直
に
喜
び

た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
根

本
的
な
水
質
浄
化
に
は
、
ま
だ
ま

だ
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
た
だ
水
を
き
れ
い
に
す

る
だ
け
で
な
く
、
手
賀
沼
を
取
り

巻
く
自
然
全
体
を
再
生
し
、
鳥
を

は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
生
物
の
生

息
空
間
と
し
て
、
手
賀
沼
を
よ
み

９
月
創
日
か
ら
帥
日
ま
で

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

|， 通
安
全
」
を
考
え
ま
す
。
歌
謡
シ

ョ
ー
や
、
入
場
者
全
員
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
高
齢

者
以
外
の
方
も
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
（
入
場
無
料
）

日
時
・
場
所
９
月
迦
旦
土
）
午

後
２
時
か
ら
４
時
、
市
民
会
館

内
容
新
川
二
朗
歌
謡
シ
ョ
ー
、

腹
話
術
「
き
っ
ち
ゃ
ん
」
と
高
齢

者
の
交
通
安
全
、
高
齢
者
交
通
安

全
ク
イ
ズ
ほ
か

画
交
通
整
備
課
・
内
線
３
３
０
、

我
孫
子
警
察
署
垂
７
１
８
２
１
０

１
１
０

が
え
ら
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
め
今
年
も
、
開
発
な
ど

で
失
わ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
沼
沿
い

の
緑
地
を
、
保
全
の
た
め
市
で
買

い
取
り
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

沼
沿
い
に
残
る
谷
津
田
を
丸
ご
と

保
全
し
、
自
然
の
博
物
館
に
す
る

谷
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
に
も
着

手
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
手
賀
沼
を
生
か
し

た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。肉 、

１
４

』

」’ ▲歌手。新川二朗さん
L

』

成 田線みんなの力で もっと 便 利に
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千葉県湖沼水質保全計画
による年平均目標C-Q-Q迫

ﾖ全言+両

平成13年8月､月平均COO値
採水場所：手賀沼公園沖

一

平成14年8月､月平均COD値
採水場所：手賀沼公園沖
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－
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に
向
け
た
、
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な

ボ
｛
白

る
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
自
発
的
な
今
だ
け
で
は
な
く
、
未
来
の
た
め

意
思
に
基
づ
き
人
や
社
会
に
貢
献
す
に
も
、
心
豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る

る
こ
と
で
す
。
我
孫
子
に
な
る
よ
う
、
ほ
ん
の
ち
よ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
中
で
、
つ
と
だ
け
勇
気
を
出
し
て
、
今
ま
で

お
互
い
の
喜
び
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
に
な
い
自
分
ら
し
さ
を
見
つ
け
て
み

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
ま
せ
ん
か
。

生
活
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、

食
生
活
や
生
活
習
慣
の
乱
れ
、
運
動

不
足
な
ど
か
ら
く
る
健
康
へ
の
悪
影

響
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

脳
卒
中
や
心
臓
病
の
誘
因
と
な
る

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
豊
か
な
人

生
を
奪
え
る
「
健
康
づ
く
り
」
に
つ

い
て
、
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

今
年
度
は
新
た
に
、
女
性
の
た
め

の
健
康
づ
く
り
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
。
内
容
下
表
参
照

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
市
内
在
住
の
方

定
員
各
教
室
先
着
和
人

持
参
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

申
し
込
み
。
圖
電
話
で
９
月
幻
日

午
前
８
時
犯
分
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー

壷
７
１
８
７
１
１
１
３
１
へ

縄隣
馴
鯛
離
郷
瀧
僻
の
鱸
鯉
一

ボランティア・NPO入門講座
一
一

自分を再発見。面白い自分に

出会ってみませんか

し

し
て
仲
間
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
日
時
・
内
容
①
ｍ
月
３
日
（
木
）
午

そ
の
仲
間
が
、
一
緒
に
Ｎ
Ｐ
○
を
後
３
時
か
ら
５
時
犯
分
、
「
市
民
が

つ
／
、
い

創
り
、
個
人
で
は
で
き
な
か
っ
た
も
地
域
で
自
分
ら
し
く
活
き
活
き
と
生

つ
と
大
き
な
活
動
へ
と
発
展
し
て
い
活
す
る
た
め
に
」
講
師
．
：
吉
永
宏
氏

ま
す
。
（
常
盤
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学

現
在
、
我
孫
子
市
で
は
、
環
境
．
部
教
授
）

福
祉
・
生
涯
学
習
な
ど
の
分
野
で
、
②
ｍ
月
、
日
（
木
）
午
後
１
時
釦
分
か

地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
ら
４
時
犯
分
、
「
地
域
の
中
で
生
か

動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
せ
る
自
分
を
知
る
」
講
師
…
斎
藤
信

こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
今
後
の
ま
夫
氏
（
日
本
青
年
奉
仕
協
会
事
務
局

ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
大
き
な
長
）

原
動
力
に
な
り
ま
す
。
場
所
い
ず
れ
も
ア
ビ
ス
タ

市
・
教
育
委
員
会
・
社
会
福
祉
協
対
象
両
日
参
加
で
き
る
方
緬
人

議
会
・
市
民
団
体
が
共
同
で
、
ボ
ラ
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

ン
テ
イ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
へ
の
参
加
参
加
費
５
０
０
円
（
２
日
分
）

に
向
け
た
、
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
申
し
込
み
・
固
往
復
ハ
ガ
キ
に
、

る
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
住
所
蹴
剣
年
輪
性
別
電
話

今
だ
け
で
は
な
く
、
未
来
の
た
め
番
号
、
「
あ
な
た
が
考
え
て
い
る
ボ

に
も
、
心
豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
ラ
ン
テ
イ
ア
・
Ｎ
Ｐ
○
活
動
に
つ
い

我
孫
子
に
な
る
よ
う
、
ほ
ん
の
ち
よ
て
一
言
」
を
明
記
し
、
９
月
聖
日

つ
と
だ
け
勇
気
を
出
し
て
、
今
ま
で
（
必
蓋
ま
で
に
〒
２
７
０
１
１
１

に
な
い
自
分
ら
し
さ
を
見
つ
け
て
み
９
２
（
住
所
省
略
可
）
市
役
所
市
民

ま
せ
ん
か
。
活
動
支
援
課
・
内
線
４
８
８
へ

▼教室の日時と内容

’

’

－ －

市
で
は
、
「
市
民
・
企
業
・
行
政

と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

を
め
ざ
し
、
平
成
群
年
４
月
に
、
ボ

，｜

|サポートセンターの共同運営に向けて

説明会の開催と

部会員を募集します
－二二二二

胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
に
よ
る
結

核
・
肺
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

職
場
な
ど
で
受
診
き
れ
て
い
な
い

方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
受
け
く

奮
い
。
茎
、
鶚
呈
の
鐙

者
を
対
象
に
か
く
疾
検
査
も
同
時
に

行
い
ま
す
。

対
象
市
内
在
住
で
学
校
や
職
場
で

受
診
す
る
機
会
の
な
い
嘔
歳
以
上
の

方対
象
外
病
院
等
で
治
療
中
ま
た
は

検
査
中
の
方
、
妊
娠
中
あ
る
い
は
、

そ
の
可
能
性
の
あ
る
方

受
診
日
・
会
場
下
表
参
照

受
診
方
法
受
診
券
を
持
参
し
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
受
診
券

は
、
過
去
３
年
間
に
こ
の
検
診
を
受

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
通
称
一
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
）
を
開
設
し
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
市
と
社

会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
共
同
設
置
、

運
営
は
市
民
・
市
・
社
会
福
祉
協
議

会
の
三
者
に
よ
る
共
同
運
営
で
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
共
同
運
営
方
式
は
全
国
的
に

も
初
め
て
の
試
み
で
市
民
諏
人
に

よ
る
「
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
会
」
で

の
弱
回
に
も
わ
た
る
議
論
の
結
果
生

ま
れ
た
も
の
で
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
モ
デ
ル
と
な
る
も
の
で
す
。

こ
の
共
同
運
営
の
た
め
に
、
市

民
・
市
・
社
会
福
祉
協
議
会
が
構
成

員
と
な
る
「
運
営
委
員
《
三
を
設
置

し
、
セ
ン
タ
ー
運
営
の
意
志
決
定
機

関
と
し
て
位
置
づ
け
ま
す
。
ま
た
、

セ
ン
タ
ー
活
動
を
奪
え
る
４
つ
の
部

会
（
オ
フ
ィ
ス
部
会
・
情
報
交
流
部

会
・
機
会
の
提
供
部
会
・
広
報
部
会
） 結

核
。
肺
が
ん
検
診

職
場
な
ど
で
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
受
け
く
だ
さ
い

Ｉ

を
設
置
し
ま
す
。
団
体
と
の
交
流
会
の
実
施
な
ど
③

こ
の
た
め
、
共
同
運
営
に
多
く
の
機
会
の
提
供
部
会
…
相
談
体
制
の
検

皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
参
加
討
、
講
座
の
企
画
・
実
施
な
ど
④

し
て
も
ら
う
た
め
、
公
募
に
向
け
た
広
報
部
会
…
ニ
ュ
ー
ス
・
パ
ン
フ
レ

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ツ
ト
の
作
成
・
発
行
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ま
た
、
あ
わ
せ
て
部
会
員
の
募
集
ツ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
な
ど

を
行
い
ま
す
。
※
各
部
会
の
内
容
は
、
共
同
運
営
に

○
堂
局
運
営
に
つ
い
て
の
説
明
会
つ
い
て
の
説
明
会
で
、
詳
し
く
説
明

日
時
９
月
巽
日
主
）
午
前
、
時
か
し
ま
す
。

ら
正
午
定
員
意
欲
の
あ
る
方
全
員

場
所
市
民
会
館

報
酬
無
報
酬

内
容
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
共
同
申
し
込
み
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ

ふ
り
が
な

運
営
に
つ
い
て
、
部
会
員
の
募
集
に
－
ル
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記

つ
い
て
し
、
月
３
日
（
必
着
）
ま
で
市
民
活

対
象
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
動
支
援
課
四
７
１
８
５
１
５
７
７
７

る
、
こ
れ
か
ら
行
お
う
と
考
え
て
い
Ｅ
メ
ー
ル
量
ョ
罠
舅
目
つ
る
。
ご

る
団
体
ま
た
は
個
人
昌
百
。
一
〕
冒
壱
へ

○
部
含
員
の
募
集
※
な
お
、
興
味
が
あ
る
が
説
明
会
に

部
会
内
容
①
オ
フ
ィ
ス
部
会
．
：
サ
参
加
で
き
な
い
方
に
は
、
資
料
を
お

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
管
理
、
運
営
支
送
り
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

援
な
ど
②
情
報
交
流
部
会
・
・
さ
ま
圖
市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
４
８

ざ
ま
な
関
連
情
報
の
収
集
・
提
供
、
９

診
し
た
方
と
、
転
入
な
ど
で
新
た
に

対
象
と
な
っ
た
方
に
送
付
し
て
い
ま

す
。※

受
診
券
が
送
付
さ
れ
て
い
な
い
方

も
受
診
で
き
ま
す
。

▼受診会場

費
用
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
．
・
・
無

料
、
か
く
疾
検
査
（
希
望
者
）
．
：
４

０
０
円

固
保
健
セ
ン
タ
ー
垂
７
１
８
７
１

１
１
３
１

10月1日から路線バスのルートが変わります
我孫子駅北口～あけぼの山公園入口間

我孫子駅北□とあけぼの山公園入口間（国道6号線から久寺家通り

を経由）を運行している路線パスは､都市計画道路3-4-20号線の開

通のため‘'卿日からｺーｽ(下図)を変更します｡ｺーｽ変更に
伴い､新たに後田停留所を設置します。

圃交通整備課・内線330

保証期間根保証…1年(但し､返済引当とし

た売掛債権の支払期日が終期後4カ月以内に到
達するときは､最終返済期日を同日とすること
ができます)｡個別保証"6カ月

担保申込人の有する売掛債権のみ(他の担保
の徴求は不可）

保証人法人代表者(他の保証人の徴求は不可）
※制度の詳細は､下記の協会窓口または取引の
ある金融機関にお問合わせください。
千葉県信用保証協会

本所保証第一課･保証第二課千堵榊央区
千葉港4の2（千葉県中小企業会館2階)冠04

3-247-0711

支所保証第二課松戸市本町7の10（ちば

ぎんピル4階)冠047-365-6010

売掛債権担保融資保証のご案内

中小企業への新たな

資金調達制痩です

中小企業への資金調達として､新たな制度が

創設されました｡この制度は､売掛債権を担保

として金融機関から慰噴を受けるときに､朗
保証協会が90%の割合保証を行う制度です。

保証限度額1億円(貸付限度額は1億1100

万円）

保証形式根保証と個別保証の2種頃

凱形式手形貸付

家通り

取手

行

新路線一

廃止路線…
既設路線一

王台

至柏

日立

松園

と

教 室名

動脈硬化予防教室
~雌，｡,ﾚｽﾃﾛー ﾙ臆にな砧へ－

糖尿病予防教室
~血糖値が気になる方へ～

女性のための健康づくり講座

~更年期に変わる心とからだ～

開催 日

09月30日（月）
010月7日(月）

010月1旧（金）
②10月17日休）

010月2旧（月）
010月30日（水）
011月1日(金）

時 間 。内容

受付12時30分～13時
教室13時～15時30分

0回目医師講話ほ力、

@回目瀧士講話ほか
0回目ﾙｰﾜｰｸ肋

受診日

10月1日(火）

2日(水）

3日(木）

7日(月）

’ 8日(火）

|一日

10日(木）

11日(金）

15日(火）

16日(水）

17日(木）

’’8日(金）
21日(月）

|…

会場

布佐市民センター

保健センター

根戸小学校（西門）

市民会館

我孫子第4小学校

保健センター

根戸近隣センター

布佐南小学校

並木小学校（並木

天王台北近隣センター

下新木自治会集会所

湖北地区公民館

市民会館

保健センター
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一

「
あ
び
こ
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
２
回
目
と
し
て
、

ダ
ン
ス
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

『
０ ｢あびこ市民ﾐｭージｶﾙ｣プﾚｲペﾝﾄ第2弾県

が
進
め
て
い
る
男
女
共
同
参
画

の
条
例
づ
く
り
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
あ
び
こ
女
性
会
議

と
市
の
共
催
で
、
創
作
か
け
あ
い
講

談
を
上
演
し
ま
す
。

か
け
あ
い
講
談
で
語
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

ぶ
ん
ば
れ
サ
ツ
ち
ゃ
ん
ゆ
ら
い
ち
ろ
ら

、

ダﾝｽ･だんす･タﾝｽで
'happy｡"

夕

ま
す
。「

あ
び
こ
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
制
作
し
、
出

演
す
る
手
作
り
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
、

来
年
８
月
の
上
演
を
め
ざ
し
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
参
加
し
た
い
と

考
え
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
踊
る

こ
と
が
好
き
な
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

出
演
は
、
弁
護
士
の
渥
美
雅
子
ざ

ん
と
県
男
女
共
同
参
画
課
長
の
井
上

さ
ち
よ
さ
鞄
型
世
紀
初
め
に
生
ま

れ
た
〃
サ
ッ
ち
ゃ
ん
〃
と
〃
ゆ
う
い

ち
ろ
う
ち
ゃ
ん
〃
の
成
長
を
追
い
な

が
ら
、
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
熱

い
思
い
を
語
り
ま
す
〈
写
真
上
）
。

日
時
。
場
所
９
月
墾
旦
土
）
午
後

１
時
犯
分
か
ら
３
時
釦
分
、
ア
ビ
ス

タ
（
開
場
は
午
後
１
時
巧
分
）

定
員
先
着
１
２
０
人

入
場
料
鉦
料

申
し
込
み
。
画
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
「
か
け

あ
い
講
談
参
加
希
望
」
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
明
示
し
、
男
女
共

同
参
画
担
当
・
内
線
２
９
３
、
皿
７

１
８
５
１
５
７
７
７
、
Ｅ
メ
ー
ル

含
二
言
。
。
一
亘
．
画
三
百
・
・
一
］
ご
空
・
弓
へ

日
時
、
月
哩
旦
土
）
午
後
１
時
犯

分
か
ら
４
時
犯
分

場
所
湖
北
地
区
公
民
館

対
象
・
定
員
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
小
学
生
以
上
の
方
、
先
着
和

人
（
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
）

講
師
高
橋
美
代
子
さ
ん
（
高
橋
美

代
子
創
作
バ
レ
エ
研
究
所
代
表
）
、

小
川
由
美
子
さ
ん
（
同
研
究
所
助
教

師
）参

加
費
無
料

申
し
込
み
・
画
郵
送
、
電
話
、
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

ダ
ン
ス
経
験
の
有
無
、
学
生
の
方
は

学
校
名
を
明
記
し
、
〒
２
７
０
１
１

１
６
６
我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員

会
文
化
課
霊
７
１
８
５
１
１
１
５
１

四
７
１
８
２
１
５
８
６
７
、
Ｅ
メ
ー

ル
ｇ
二
宮
。
ｓ
ご
・
号
宍
Ｐ
Ｃ
三
富
．

一
己
へ

今回のｲﾒー ジは｢ﾙﾝジ」

芸術文化ふれあい事業

第加『細広場」Ｉ
Ｉ

●

｜
賑
純
藤
籠
護
鰹
一

ｍ
月
６
日
（
日
）
に
公
演
さ
れ
る
劇

団
わ
ら
び
座
「
山
神
様
の
お
く
り
も

の
」
の
舞
台
蕊
を
見
学
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

舞
台
セ
ッ
ト
の
仕
組
み
や
照
明
・

音
響
装
置
な
ど
、
ふ
だ
ん
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
場
所
を
開
猿
前
に
公
開

し
ま
す
。

雪
や
紅
葉
な
ど
の
鮮
や
か
な
舞
台

美
術
を
演
出
す
る
舞
台
裂
の
世
界
を
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
本
番
と
あ
わ
せ
て
お

楽
し
み
く
だ
き
い
。

日
時
・
場
所
、
月
６
日
（
且
午
前

９
時
釦
分
市
民
会
館
３
階
ホ
ワ
イ
エ

集
合
、
ｎ
時
解
散
予
定

「
オ
レ
ン
ジ
」
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
る
花
で
〃
生
け
花
〃
を
行
い
ま
す
。

日
時
、
月
５
旦
土
）
午
前
、
時
如

分
か
ら
ｎ
時
犯
分

場
所
ア
ビ
ス
タ

ほ
う
ぎ
よ
く

霊
閨
議
莞
、
諺
菫

き
ほ
う

ざ
ん
、
原
田
輝
房
さ
ん

対
象
。
定
員
小
学
１
年
生
か
ら
４

年
生
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
、
喧
組

知
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
お
子
さ
ん
だ
け
の
参
加
も
可
。

参
加
費
一
人
３
０
０
円
（
花
材
代
）

持
参
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、
ハ
サ
ミ

ま
た
は
工
作
バ
サ
ミ
、
ぞ
う
き
ん

申
し
込
み
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
住
所
、

氏
名
、
学
年
、
学
校
名
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
９
月
幻
日
（
必
着
）
ま

で
に
〒
２
７
０
１
１
１
６
６
我
孫
子

１
６
８
４
教
育
委
員
会
文
化
課
囲
７

１
８
２
１
５
８
６
７
、
Ｅ
メ
ー
ル

言
ヨ
冨
○
・
一
宮
号
濤
。
・
・
三
富
・
弓
へ

圃
教
育
委
員
会
文
化
課
壷
７
１
８

５
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
５
１ 舞

台
裏
見
学
会

灘
膿
寵
慰
謹
辱
丘

参
加
蜜
無
料
一
銅
ｗ

車
し
込
み
・
画
電
請
で
箸
寶
藷

会
文
化
課
云
７
１
８
５
１
１
１
５
１

へ
｜
日
時
・
場
所
、
月
配
旦
土
）
午
前

※
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
入
場
券
は
、
Ａ
９
時
弛
分
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

指
定
席
３
０
０
０
円
、
Ｂ
自
由
席
２
集
合
、
午
後
１
時
同
自
然
の
家
解
散

５
０
０
円
（
Ｂ
自
由
席
の
み
高
校
生
内
容
手
賀
沼
周
辺
（
約
哩
い
）
の

以
下
１
５
０
０
円
）
で
、
ブ
ッ
ク
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
オ
ー
ク

ン
ひ
ら
が
、
市
民
会
館
内
売
店
ひ
ろ
対
象
・
定
員
親
子
、
先
着
釦
人

が
り
、
荒
井
書
店
、
ミ
リ
オ
ン
楽
器
参
加
費
一
人
２
０
０
円

我
孫
子
店
、
東
京
事
務
器
、
写
真
の
申
し
込
み
・
固
電
話
で
９
月
配
日

お
ち
あ
い
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
つ
午
前
９
時
か
ら
手
賀
の
丘
少
年
自
然

く
し
の
店
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
の
家
壷
７
１
９
１
１
１
９
２
３
へ

１
１

第
２
期
我
孫
子
Ｐ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ

両
受
講
生
を
募
集
中
■

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
「
あ
び
こ
Ｐ

Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
」
の
受
講
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

「
あ
び
こ
Ｐ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、

初
心
者
か
ら
学
べ
る
パ
ソ
コ
ン
教
室

で
、
内
容
を
リ
ニ
ユ
ー
ア
ル
し
て
開

講
し
て
い
ま
す
。

受
講
生
は
、
受
講
料
入
金
後
６
カ

月
間
は
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
付
き
の
パ

ソ
コ
ン
開
放
時
間
を
優
先
し
て
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
は
不
可
）

場
所
市
民
プ
ラ
ザ

内
容
下
表
参
照

受
付
時
間
第
２
．
３
木
曜
日
を
除

く
毎
日
王
別
、
時
か
ら
午
後
７
時

※
詳
し
く
は
、
市
民
プ
ラ
ザ
に
用
意

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
授
業
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一一一

圖
市
民
プ
ラ
ザ
霊
７
１
８
３
１
２

１
１
１

講座名単元受講料対象

①パソコン入門3単元3,500円初心者の方

②WORD20025単元8,000円文字入力、保存のできる方

③EXCEL20025単元8,000円文字入力、保存のできる方

④インターネット4単元5,500円文字入力、保存のできる方

⑤文書管理2単元2,500円ワード、エクセルのできる方

※1単元は90分で､受講料にはテキスト代と通信料を含みます。
※①~③は再受講券1回分が別に付きます。

手賀の丘少年自然の家
？

手賀を歩こうよ！

／ 、

千葉県警察音楽隊

定 期 演 奏 会
さわやかな演奏と華麗なドリル演技で､楽しいひとと

きを過ごしませんか。

日時11月9日(土)午前の部…10時30分開洩午攪の部
"2時30分開演(入場無料）

場所千葉県文化会館(千葉市中央区市場町）

定員1790人(応募者多数の場合は抽選）

申し込み往復ハガキ（1人1枚)に住所､氏名､電話
番号､午前午後の別､返信欄あて先を明記し、10月4
日（消印有効）までに〒260-8668千葉市中央区市場町
1の2千葉県警察本部広報県民課｢定期購会｣係へ

圃県警察本部広報県民課公043-227-9131

|明るい

善意をありがとうございます,話題
明るい
言塞旦百

次の皆さんから､温かい善意が寄せられました。

ご厚意は､趣旨に沿って大切に使わせていただきます。

明るい社会づくり推進協議会様､湯沢絹子様、日本キ

リスト改革派湖北台教会学佼様､我孫子市民クリスマ

ス実行委員会様$小野友之助様､我孫子中学校様､我

孫子三田会様､福祉の街をつくる会様､山本すゑ様、

東日本ガｽ株式会社様､有限会社美容室ﾐｷﾉ様､江

藤勇様､明治大学校友会様､中央学院高校様､我孫子

市商工会女性部様､鈴木ﾐﾂﾙ様､我孫子第四小学校

6年1組様､豊嶋明様､ふれあい而叢､高林とく様、

我孫子市新潟県人会様､佑擦克彦様､東葛飾ﾘサイク

ﾙ倶楽部様､我孫子市緑化推進協力会様､社団法人柏

法人会様､DININGBAA龍2回ゴﾙﾌコン
ペ参加者様、NTT公衆電話会我孫子地区女性部様、

我孫子社交ダﾝｽ同好会様､太子会我孫子支部様､渡

辺美津子様､東我孫子カントリークラブ様､株式会社

日建ﾎー ﾑ様､恩術鮖幸様､つくし野みずき会様､伊

藤ﾂﾔ様､第16回市民ゴﾙﾌ大会参加者様､井口久夫

様､新日本カラオケ大相撲協会様､千葉銀行我孫子支

店募金箱様(受け付け順。8月3旧受け付け分まで）！ 」
’

一一ー
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一

市
の
福
祉
推
進
を
目
的
と
し
た
バ

ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
９
月
聖
日
（
日
）
、
時
～
叫
時
こ

ろ
（
品
物
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

所
市
民
会
館

間
社
会
福
祉
協
議
会
壷
７
１
８
４

１
１
５
３
９

弁
上
基
底
じ
生
家
文
書
出
版
記
念

一
あ
い
じ
ま
美
術
展

日
９
月
懇
日
（
士
）
～
、
月
６
日

（
日
浦
時
～
”
時
（
入
場
無
料
）

内
歴
史
的
空
間
を
生
か
す
、
多
く

の
個
性
派
美
術
家
に
よ
る
展
覧
会

所
。
問
相
島
芸
術
文
化
村
云
７
１

８
９
１
２
８
６
４
（
相
島
新
田
１
）

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
：
．
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
盆
７
１
８
５
１
１
１
１
１

で
か
け
て
蕊
堅
蝋
潔
擁
哩

み
議
せ
ん
か
蹄
瀦
鯉
諦
亘
哩
苧
順

コ
ー
ル
ア
ム
ー
ル
一
内
映
画
．
：
「
お
助
け
マ
ン
参
上
」
、

セ
カ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト
：
・
柳
澤
愼
一
ざ
ん
と
ジ

曰
９
月
丞
日
（
土
両
時
開
演
ヤ
パ
ン
・
ス
イ
ン
グ
・
オ
ー
ル
ス
タ

所
市
民
会
館
－
ズ
、
ち
ゅ
う
ま
・
け
い
こ
さ
ん

内
ア
メ
リ
カ
ン
フ
イ
ー
リ
ン
グ
、
間
福
田
垂
７
１
８
２
１
２
７
７
２

川
の
流
れ
の
よ
う
に
ほ
か

出
指
揮
禁
警
ん
．
ビ
ラ
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

：
・
吉
原
重
代
さ
ん

費
８
０
０
円
（
全
席
自
由
）

問
森
下
壷
７
１
８
８
１
７
２
６
０
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

「
ペ
タ
ン
ク
」

第
”
回
即
売
バ
ザ
ー

ョ
・
肝
ｐ
月
２
日
、
９
日
、
６
ョ
、

日
。
所
９
月
巽
日
（
土
）
、
時
～
ｎ

時
弛
分
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏

対
先
着
１
５
０
人

愛
５
０
０
円
（
小
学
生
３
０
０
円
、

小
学
生
未
満
は
鉦
逼

間
竹
中
念
７
１
８
５
１
１
７
４
５

日
：
．
日
時
、
所
…
場
所
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

い
の
ち
の
地
球
§
ダ
イ
オ
寺
ン
ン
の
夏

備
T

ヨ
雪
一
凸
酬
紺
・
■
ｑ
ｐ
ｌ
曰
・
所
、
月
率
日
（
土
）
８
時
犯
分

み
ま
せ
ん
か
請
鱸
民
譽
館

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
対
市
内
在
住
の
既
婚
の
女
性
勇

「
ペ
タ
ン
ク
」

性
２
人
ま
で
可
）

日
・
所
、
月
２
日
、
９
日
、
晦
日
、
賛
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

零
日
い
ず
れ
も
水
曜
日
、
時
～
哩
時
、
申
ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
チ
ー
ム
名
、

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
雨
天
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

の
場
合
は
延
期
）

を
明
記
し
、
９
月
犯
日
（
必
着
）
ま

対
市
内
在
住
で
身
体
障
窒
署
手
帳
で
に
〒
２
７
０
１
１
１
６
５
並
木
６

を
お
持
ち
の
方
、
各
回
先
着
和
人
の
１
の
８
の
３
０
３
額
賀
敏
恵
壷
７

費
無
料
１
３
９
１
７
０
３
１

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
９
月
奉
日
シ
フ
ト
ー
テ
ニ
ヱ
市
崖
大
会
夛
一
フ
ル
ろ

ま
で
に
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
チ
ー
ム
名
、
記
し
、
９
月
詣
日
（
必
着
）
ま
で
に
時
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
〒
２
７
０
１
１
１
６
８
根
戸
８
９
４
講
師
川
添
睦
子
さ
ん
（
日
本
七
宝

代
表
者
の
電
話
番
号
を
明
記
し
、
９
の
輻
椎
名
康
雄
霊
７
１
６
９
１
３
４
作
家
協
会
常
務
理
事
）

月
犯
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
３
４
苑
時
以
睦
対
小
学
生
以
上
、
塑
人
（
応
募
者

内
…
内
容
、
種
…
種
目
、
出
…
出
席
者
・
出
演
者
な
ど
、
対
…
対
象
・
定
員
、
持
…
持
参
、
費
…
饗
用
、
申

日
、
月
５
日
王
）
９
時
集
合
．
受
以
下
）
、
シ
ニ
ア
男
子
師
歳
以
上
）
費
１
５
０
０
円
昼
食
代
含
む

け
付
け
雨
天
中
止
）
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
喬
申
電
話
で
金
子
霊
７
１
８
２
１
３

所
市
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
場
（
中
峠
）
校
生
以
上
）
・
在
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
３
９
４

読
技
方
法
小
学
生
以
上
、
３
人
１
菱
１
チ
ー
ム
－
０
０
０
円

湖
北
台
秋
奈
僻
七
宝
嬢
き
体
議
教
室

チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
申
ハ
ガ
キ
に
種
目
、
２
人
の
住
タ
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
ろ
う

費
１
人
１
０
０
円
（
当
日
徴
収
）
所
・
露
郵
恥
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
日
。
所
、
月
幻
日
（
日
）
、
時
～
畔

垂
７
１
８
８
１
０
１
４
１
唖
７
１
８
日
、
月
６
日
（
日
）
９
時
開
始
〈
雨
我
孫
子
将
棋
大
会

８
１
０
２
４
２

天
の
場
合
は
四
日
に
延
期
〉

※
湖
北
駅
北
口
か
ら
送
迎
バ
ス
あ
り
所
市
民
体
育
館
庭
球
場
日
９
月
埴
旦
休
）
、
空
旦
旦
、

我
孫
子
市
ベ
タ
ン
ク
大
会
霊
、
捨
雑
蘂
子
型
．
（
唖
郷
叫
』
誰
謹
詫
日
苧
塞
斡
謹
辨
箇
討
繩
諦
緋
く
）

我
孫
子
市
ベ
タ
ン
ク
大
会

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
古
戸
６
９
６
教
育
委
員

会
体
育
課
金
７
１
８
７
１
７
５
５
５

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
市
民
大
会

【
二
般
男
女
の
部
）

日
・
所
、
月
如
日
（
且
８
時
犯
分

受
け
付
け
、
市
民
体
育
館

種
一
般
男
子
・
女
子
（
６
人
制
）

対
市
内
在
住
・
在
勤
在
学
の
方

費
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

申
ハ
ガ
キ
に
種
目
、
チ
ー
ム
名
、

代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
香
号

を
明
記
し
、
９
月
知
日
（
必
着
）
ま

で
に
〒
２
７
０
１
１
１
４
７
若
松
１

１
３
の
２
西
井
徹
夫
云
７
１
８
２
１

８
０
４
８

バ
レ
ｉ
ボ
ー
ル
市
民
大
会

（
家
庭
婦
人
の
部
）

日
・
所
、
月
璽
日
～
２
月
型
日
の

お
も
に
毎
月
第
２
．
４
土
曜
日
、
ｍ

時
～
暉
時
”
分
（
全
８
回
）
、
湖
北

地
区
公
民
館
ほ
か

対
酌
人
（
応
募
者
多
数
時
抽
選
）

費
７
０
０
０
円
（
材
料
費
を
含
迩

申
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）
に

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
９
月
奉

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
７
０

１
１
１
６
５
並
木
７
の
８
の
畔
小
林

達
郎
壷
７
１
４
９
１
０
５
７
４

日
・
所
、
月
加
日
（
日
）
８
時
如
分

開
会
、
市
民
体
育
館
野
球
場
ほ
か

（
雨
天
の
場
合
は
幻
日
に
延
期
）

種
男
性
の
部
（
男
女
混
合
可
）
、

女
性
の
部

対
市
内
在
住
在
勤
・
在
学
の
方

費
１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円

※
、
月
５
日
（
土
遍
時
、
市
民
体
育

館
で
代
表
者
会
議
を
開
催

申
ハ
ガ
キ
に
チ
ー
ム
名
、
種
目
、

代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
ｍ
月
１
日
（
必
着
）
ま

で
に
〒
２
７
０
１
１
１
０
８
布
佐
平

和
台
７
の
８
の
５
遠
藤
政
次
垂
７
１

８
９
１
１
５
９
２

連
盟
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ふ
れ
あ
い
陶
芸
講
座

生
き
が
い
健
康
づ
く
り
講
座
日
９
月
”
旦
火
）
ま
た
は
超
日

日
。
所
ｕ
月
Ⅳ
日
（
日
）
、
時
～
巧
（
水
遍
時
～
唾
時

時
、
千
葉
県
教
育
会
館
（
千
葉
市
中
所
市
役
所
議
会
棟

央
区
中
央
４
の
喝
の
型
費
３
０
０
円

内
「
身
体
ス
ッ
キ
リ
！
請
卿
心
Ｇ
申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル

Ｏ
ｌ
Ｇ
Ｏ
」
講
師
・
・
斉
藤
昭
さ
ん
で
９
月
遍
日
ま
で
に
内
田
電
画
７
１

（
日
本
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
協
３
９
１
８
８
５
９
、
Ｅ
メ
ー
ル

会
理
事
）
、
問
瀬
芳
枝
さ
ん
（
レ
ク
目
①
宮
ご
◎
言
ｏ
己
・
言
己
の
・
ョ
⑦
・
弓

日
９
月
聖
日
（
火
）
～
幻
日
（
金
）
、

時
～
妬
時
（
全
４
旦

所
成
田
赤
十
字
病
院

対
全
日
程
に
出
席
で
き
る
方
、
先

着
、
入

費
１
０
０
０
円
（
教
材
費
）

申
ハ
ガ
キ
に
「
介
助
養
成
講
座
９

月
聖
日
～
幻
日
開
催
」
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
勤
務

先
（
会
社
名
・
学
校
名
）
を
明
記
し
、

〒
２
８
６
１
８
５
２
３
成
田
市
飯
田

町
”
の
１
成
田
赤
十
字
病
院
社
会
課

壷
０
４
７
６
１
型
１
２
３
１
１

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

申
し
込
み
（
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
で
す
）
《
問
…
問
い
合
わ
せ
、
主
．
：
主
催
。
共
催

日
、
月
２
日
（
水
）
、
時
～
哩
時

（
以
降
原
則
月
１
回
の
全
６
回
）

所
ア
ビ
ス
タ

内
「
初
心
者
向
け
の
健
康
も
考
え

た
お
い
し
い
料
理
を
作
ろ
う
」
講
師

で
の

…
出
野
貞
子
さ
ん
（
栄
養
士
）

費
入
会
金
１
０
０
０
円
、
６
回
分

３
０
０
０
円
、
各
回
材
料
費
別
途

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
９
月
空
日

Ｉ
》
よ
▽
？

ま
で
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
翔
虹
・
窪
田

云
皿
７
１
８
９
１
‐
４
８
２
８

多
薮
の
場
合
は
抽
選
）

費
５
０
０
円

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
返
信
先
あ
て
名
を
明
記

し
、
９
月
犯
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒

２
７
０
１
１
１
３
２
湖
北
台
８
の
２

の
１
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
七
宝
焼

き
体
験
教
室
係
壷
７
１
８
７
１
１
１

２
２

家
庭
看
謹
法
介
助
員
塞
成
壼
雪
会

シ
ニ
ア
男
性
の
料
理
講
座

日
・
所
毎
週
水
曜
日
嘔
時
知
分
～

、
時
輻
分
、
市
民
プ
ラ
ザ

費
５
０
０
円

問
エ
コ
ー
ダ
ン
シ
ン
グ
・
有
井
垂

７
１
８
４
１
４
８
９
８

我
孫
子
お
か
み
さ
ん
会

設
立
記
念
講
演
．
う
た
こ
え
交
流
会

日
・
所
９
月
率
日
（
水
道
時
如
分

～
晦
時
、
泉
集
会
所

内
「
ま
ち
の
活
性
化
と
市
民
の
役

割
」
講
師
…
綱
島
信
一
ざ
ん

費
５
０
０
円
（
飲
食
、
歌
集
本
代
）

※
お
か
み
ざ
ん
会
で
は
、
男
女
を
問

わ
ず
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

申
寺
尾
壷
７
１
８
２
１
８
７
６
６

非
季
鯛
独
脳
Ⅷ
帥
伽
離
懲
率
轆
一

日
。
所
、
月
喝
日
（
日
）
哩
時
～
嘔

時
、
市
民
プ
ラ
ザ
（
参
加
無
料
）

内
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
使
い
「
自

分
を
再
発
星
で
き
る
講
座

対
中
高
年
の
市
民
先
着
犯
人

申
・
問
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、
栗

原
霊
画
７
１
６
９
１
９
６
７
２

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

対
概
ね
如
歳
以
上
の
方
、
先
着
１

０
０
人

聟
無
料

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル

貢
財
）
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
財
団

長
寿
課
垂
０
４
３
１
２
２
１
１
７
４

４
８
、
皿
０
４
３
１
２
２
１
１
４
７

７
７
、
Ｅ
メ
ー
旨
穴
匡
写
員
の
。
。
ｅ

ヨ
ウ
亭
○
鄙
］
己

あ
び
二
季
学
拳
つ
と
「
諺
一
言
の
参
霊
日
」

ふ
れ
あ
い
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

１
１
１

I

、

'第ら回ああき園祭 1

-重望一1日ﾏｲｶー 占検教室0000

タマネギやクズの葉、ビワの葉などを

使って､そめものをします。

日時°場所9月28日(士)午前9時30分

から1塒30分､湖北地区公民館

対象・定員小学生､先着30人

費用無料

持参何回か洗った白いハンカチまたは
せんたく

ハンカチ大の木綿の布､洗濯ばさみ2個、

エプロン、ゴム手袋、ビニール袋(小）

申し込み°間電話で我孫子地区公民館

窓7182-0511

日時10月2日(水)午前10時から午後3時

場所アピスタ

内容自動車の仕組み､故障時の対応などの学科､実習

対象｡定員市内在住で運騒免許証をお持ちの方､40人
(応募者多数の場合は抽選）

※前回受講した方はご遠慮ください

覺用無料

申し込み。圃ﾊガｷに住所､氏名､年齢､電話番号を

明記し、9月2旧（消印有効）までに〒270-1147若松
26の4我孫子地区公民館冠7182-0511へ

日時9月29日(日)正午から午後3時30分(雨天実施）

場所あらき園(入場無料）

内容喫茶､押し花体験､ゲーム、ピー ズｱｸｾｻﾘー 作

り、ボーリング､ジャンペ太鼓､小規模福祉作業所の出店

間あらき園丑7188-4188

(小）

公民館

！里 ノ



第1077号
(5)2002916 おび二 一

日
。
所
９
月
、
日
（
金
）
、
時
～
ｎ

時
犯
分
、
ア
ビ
ス
タ
（
参
加
無
料
）

内
健
康
の
た
め
の
体
操

持
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
の
敷
物

申
直
穰
会
場
へ

問
加
納
壷
７
１
８
４
１
７
５
４
５

日
・
所
９
月
郡
日
（
木
）
９
時
如
分

～
哩
時
、
つ
ば
め
共
同
保
育
園

内
子
育
て
相
談
リ
ズ
ム
運
動

水
・
ど
ろ
ん
こ
遊
び

対
６
歳
以
下
の
お
子
ざ
ん
と
親

費
大
人
５
０
０
円
（
給
食
あ
り
）

持
着
替
え

申
電
話
で
つ
ば
め
共
同
保
育
園
症

７
１
８
７
１
５
０
０
５

親
子
で
遊
ぼ
う
会

日
、
月
四
日
（
土
）
、
加
日
（
日
）
喝

時
～
嘔
時
犯
分
（
全
２
且

所
苔
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

内
言
ン
グ
ス
テ
イ
の
楽
し
さ
」

講
師
…
福
永
佳
津
子
ざ
ん
言
ン
グ

ス
テ
イ
財
団
理
事
）
、
「
ロ
ン
グ
ス

テ
イ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」
講
師
…
加
藤
満

男
さ
ん
（
体
験
者
）
ほ
か

対
１
５
０
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

費
１
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

海
外
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
す
す
め

中
高
年
の
海
外
旅
行
術
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

自
彊
術
体
験
教
室

』

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
９
月

知
日
（
必
蓋
ま
で
に
〒
２
７
０
１

１
１
６
４
つ
く
し
野
５
の
５
の
麺
加

茂
孝
子
冠
７
１
８
４
１
１
８
８
４

◎
英
語
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

曰
・
所
毎
月
１
回
土
曜
日
、
時
～

哩
時
（
全
４
回
）
、
久
寺
家
近
隣
セ

ン
タ
ー

◎
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
ス
コ
ア
ア
ッ
プ

日
毎
週
土
曜
日
、
時
～
哩
時

所
市
民
会
館

費
い
ず
れ
も
１
回
１
０
０
０
円

申
電
話
で
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
会
・
海
津
壷

７
１
８
４
１
９
８
２
８

対
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
の
輻
歳

ま
で
の
方
、
若
干
名

勤
務
内
容
知
的
障
害
者
の
生
活
・

作
業
支
援

勤
務
場
所
あ
ら
き
園

勤
務
時
間
月
曜
日
～
金
曜
日
８
時

犯
分
～
幻
時
喧
分

賃
金
時
給
９
１
０
円
（
通
勤
手
当

別
途
支
趙

ぼ
し
ゅ
う

あ
ら
き
園
臨
時
生
活
指
導
員
一

英
語
上
級
講
座

I

選
考
方
法
面
接

申
電
話
で
あ
ら
き
園
云
７
１
８
８

１
４
１
８
８

■
Ｉ

ｍ
月
配
日
（
土
）
に
ア
ビ
ス
タ
で
行

わ
れ
る
「
あ
び
こ
子
ど
も
ま
つ
り
」

の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
日
・
所
９
月
迦
日
（
土
）
喝
時

釦
分
、
ア
ビ
ス
タ
（
以
降
お
も
に
土

曜
且

対
小
学
校
４
年
生
～
高
校
３
年
生

内
企
画
、
交
渋
受
け
付
け
な
ど

問
前
野
壷
０
９
０
１
９
３
４
９
１

３
８
３
８

■
Ｉ

み
ど
り
園
臨
時
生
活
指
導
補
助
員

対
如
歳
～
如
歳
く
ら
い
の
方
、
２

人
（
資
格
は
特
に
問
い
ま
せ
ん
）

勤
務
内
容
知
的
障
害
者
の
食
事
介

助
な
ど
の
生
活
全
般
の
支
援

勤
務
場
所
み
ど
り
園

勤
務
時
間
月
曜
日
～
土
曜
日
の
３

交
替
制
（
７
時
～
逼
時
弛
分
、
ｎ
時

輻
分
～
犯
時
喧
分
、
超
時
犯
分
～
９

時
犯
分
）
の
週
５
日

黄
金
時
給
９
８
０
円
（
通
勤
手
当

別
途
支
趙

選
考
方
法
面
接

応
募
期
限
、
月
８
日

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

み
ど
り
園
云
７
１
８
７
１
０
５
１
１

（
月
曜
日
～
金
曜
日
９
時
～
”
時
）

産
業
ま
つ
り

企
業
出
展
。
青
空
市
出
店
者

日
、
月
加
旦
旦
加
時
～
画
時

〈
雨
天
の
場
合
は
幻
日
（
日
）
に
延
期
〉

あ
び
二
子
ど
も
ま
つ
り
の
ス
タ
ッ
フ

忘れずに納めましょう

I

■－－■n－ee－－－凸一色凸一■r守丙

Ｉ
Ｊ
ａ
可
ｊ
ぺ
〆
・
Ｉ
■
■
炉
Ｆ
山
ｑ
『
旬
刊
【
。
一
、
巫
脹
１
８
旧
Ｕ
■
乱
１
も
凸
凹

1
．

※納付を口座振替にすると、納め忘れ
もなく便利です｡ぜひご利用ください。

一
フ
リ
ー
バ
ザ
ー
ル
あ
び
二
２
０
０
２

出
店
者

所
湖
北
台
中
央
公
園

費
１
区
画
（
間
口
約
２
ｍ
）
…
４

０
０
０
円
、
電
気
コ
ン
セ
ン
ト
（
１

個
）
・
・
・
２
０
０
０
円

募
集
区
画
先
着
約
１
０
０
区
画

申
９
月
幻
日
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
で

鈴
木
皿
云
７
１
８
８
１
２
８
４
２

日
、
月
６
旦
旦
ｍ
時
～
喧
時

（
雨
天
の
場
合
は
喝
日
に
延
期
）

所
我
孫
子
駅
北
口
周
辺

費
１
区
画
（
間
口
３
ｍ
、
奥
行
き

２
ｍ
）
・
・
・
３
０
０
０
円

募
集
区
画
先
着
釦
区
画

※
飲
食
品
は
、
飲
食
許
可
業
者
の
み

申
９
月
率
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は

直
接
、
フ
リ
ー
バ
ザ
ー
ル
実
行
委
員

会
（
我
孫
子
市
商
工
会
内
）
壷
７
１

８
２
１
３
１
３
１

蘂
洞
回
歳
末
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

舞
台
出
演
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

曰
・
所
哩
月
空
日
（
祝
遍
時
～
灯

時
、
ア
ビ
イ
ホ
ー
ル

内
寸
劇
、
合
唱
、
舞
踊
な
ど
ジ
ャ

ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
調
整
）

申
電
話
で
９
月
知
日
ま
で
に
我
孫

子
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
金
７
１

８
５
１
５
１
１
７
（
月
・
水
・
金
曜

日
）

平
成
卿
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会

は
９
月
９
日
に
開
会
さ
れ
、
一
般
質

問
は
９
月
”
日
（
火
）
か
ら
四
日
（
木
）

お
し
ら
せ

匡刷届く従這い 市
議
会
定
例
会

|,TEL7185-5000

’
’

ま
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に

傍
聴
で
き
ま
す
。

問
議
会
事
務
局
・
内
線
２
６
０

市
民
体
力
づ
く
り
大
会

（
チ
ヤ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
フ
エ
ス
タ
）

日
９
月
室
日
（
水
）
９
時
如
分

所
水
道
局
４
階
会
議
室

間
教
育
委
員
会
総
務
課
壷
７
１
８

５
１
１
１
５
１

が
ん
検
診
を
再
開

前
号
の
６
面
で
、
一
部
医
療
機
関

で
子
宮
が
ん
検
診
の
中
止
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
我
孫
子
聖
仁
会
病

院
で
は
、
９
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
の

み
検
診
を
再
開
し
ま
す
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
垂
７
１
８
７
１

１
１
３
１

日
９
月
率
日
（
木
遍
時
如
分
～
巧

時
釦
分

所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
介
護
方
法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な

ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し
ま
す

対
痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族

饗
１
０
０
円
（
お
茶
菓
子
代
）

問
介
護
支
援
課
霊
７
１
８
６
１
１

４
１
１

識
業
構
造
基
本
調
査
隆
一
鶴
力
を

総
務
省
で
は
、
国
民
の
就
業
、
不

就
業
の
状
態
を
調
べ
る
た
め
、
、
月

１
日
に
就
業
構
造
基
本
調
査
を
行
い

市
で
は
、
ｍ
月
哩
日
の
体
育
の
日

に
、
健
康
と
体
力
の
増
進
を
図
る
た

め
、
「
市
民
体
力
づ
く
り
大
会
」
を

実
施
し
ま
す
。

※
詳
細
は
広
報
ｍ
月
１
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

問
教
育
委
員
会
体
育
課
云
７
１
８

７
１
７
５
５
５

定
例
教
育
委
員
会

痴
ほ
う
の
方
の
家
族
の
集
い

Ｏ
Ｉ
ｂ
ｈ
ｌ
６
７
１
日
Ｏ
Ｉ

Ｌ
日

■
１
８
０
９
１
１
口
ｊ
■
■
■
■

日
、
月
６
日
（
日
）
哩
時
釦
分
～
喧

時
犯
分
（
失
効
は
妬
時
和
分
ま
で
）

所
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

対
免
許
の
有
効
期
限
が
畔
年
、
月

、
日
か
ら
巧
年
、
月
６
日
ま
で
の
方

費
更
新
…
１
万
１
０
０
０
円
、
失

効
．
：
１
万
６
０
０
０
円
（
訂
正
、
紛

失
は
別
途
）

申
写
真
２
枚
（
３
ｍ
×
３
聖
、

免
許
証
の
コ
ピ
ー
Ｂ
５
判
の
余
白
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
９
月
お
日
ま
で
に
〒
２
７
０

１
１
１
５
５
我
孫
子
新
田
型
の
７
の

幻
小
池
勇
念
７
１
８
２
１
１
０
１
５

へ
持
参
ま
た
は
郵
送

◎
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
統

計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
課
・
内
線
２
２
９

日
、
月
２
日
宋
而
時
～
哩
時
、

唱
時
～
喧
時

所
市
民
相
談
室
（
市
役
所
本
庁
２

階
）内

相
続
登
記
、
会
社
の
登
記
な
ど

司
法
書
士
の
業
務
に
関
す
る
相
談

問
千
葉
司
法
書
士
会
柏
地
区
・
秋

山
垂
７
１
６
４
１
８
１
９
１

裁
判
所
調
停
委
員
に
よ
る

無
料
調
停
相
談

日
、
月
１
日
（
火
）
、
時
～
喧
時

所
松
戸
市
民
劇
場
（
Ｊ
Ｒ
松
戸
駅

西
ｐ
徒
歩
約
５
分
）

内
サ
ラ
金
や
地
代
、
家
賃
等
の
金

銭
問
題
、
不
動
産
．
近
隣
の
ト
ラ
ブ

ル
、
親
子
関
係
、
相
続
な
ど

問
千
葉
地
方
・
家
庭
裁
判
所
松
戸

支
部
庶
務
課
壷
０
４
７
１
３
６
８
１

５
１
４
１

全
国
一
斉
『
奉
書
士
奉
科
萎
葎
相
談

ボ
ー
ト
免
許
講
習
会

ａ
■
■
■
■
■
Ｈ
西
口
■
■
１
１
‐
‐
ｌ
園
田
●
ｂ
■
■
■
ｒ
－
Ｌ
７
‐
ｌ
ｒ
ｌ
ざ
■
■
■
■
■
■
弓
３
０
８
■
日
。
■
■
■
口
１
０
‐

ｵーﾀﾑジｬﾝボ宝くじ’
、／

ごぞんじですか？

検察審査会
|戦傷病者の妻の皆さんへ

9月26日から販売 ■■■■■■■■■■■
－

市町村の振興を目的に、オータムジャ

ンボ宝くじが、9月26日(木)から10月11

日(金)まで､全国の宝くじ売場で販売さ

れます。

宝くじは1枚300円で、当せん金は1

等1億5000万円、1等前後賞各2500万

円、2等1000万円、3等100万円などと

なっています。

宝くじの収益金は､市町村の明るく住

|みよいまちづくりのために使われます。
|圃財政担当内線220

交通事故､詐欺､おどしなどの犯罪の被害にあい、

警察や検察庁に訴えたが､検察官がその事件を起訴

してくれない。

このような不満をお持ちの方は､検察審査会にご

相談ください｡相談や申し立てについての費用は一

切無料で､秘密は固く守られます。

検察審査会では､選挙権を有する方の中から｢く
じ」で選ばれた11人の審査員が､検察官が事件を起

訴しなかったことの適否を審査します。

圃千葉地方裁判所松戸支部内松戸検察審査会事務
局窓047-368-5141内線325

◎平成8年5月に最終償還を迎え

た戦傷病者等の妻に対する特別給

付金の受給権を取得した妻であっ

て､戦傷病者等である夫が同5年
4月1日から同8年9月30日まで

の間に公務傷病以外の原因により

死亡(平病死)された方…額面5
万円、5年償還の国債

請求期限平成16年9月30日ま

で

圃生活支援課･内腺337

次の戦傷病者等の妻の方に特

別給付金が支給されます。

◎平成5年4月2日以降に戦傷

病者等と婚姻された妻または同

日以降じ後重症により第5款症

以上の戦傷病者等となられた方

の妻で､同13年4月1日に戦傷

病者等である夫が第5款症以上

の増加恩給等を受けていた方…

額面15万円(軽症者半額)、5

、年償還の国債

1
戸

､1

0

’
’

’」 －－ノ

－

項 目

介護保瞬斗第4期

納期限
(口座儲日）

30(ノ

ロー己'シ、淫畢諸導I小I永▽lノ⑭到可可矛可』

水 置

下水道受益者負担金第2期

斗金 25(木）

30(月)，

30(ノ

テレホンガイﾄド
声の便利帳

ファクスガイド
ファクス砺評賑
曜L71'83-600,
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(6)おび

ｌ
ｌ
ｌ
Ｂ
Ｈ
Ｉ
い
い
Ｆ
Ｉ
Ｌ
’
０
日
■
■
■
■
且
■
■
日
１
１
期
■
司
呵
０
１
４
■
ｑ
０
，
コ

第1077号 一
》 2002.9.16

－

水
辺
を
生
か
し
た
景
観
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
る
た
め
、
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

利
根
川
、
手
賀
沼
、
古
利
根
沼
な

ど
が
あ
る
我
孫
子
市
は
、
水
の
豊
か

墹
一

自然の中でいい汗流そう
■

－－－‐

谷津の草刈りに

参加を
ー●
ｰ

琳苧-‐
11”』“

｛

１
６
■
』
■
■
■
、
配
Ｐ
Ｉ
０
Ｂ
ｐ
瓜
■
ｒ
ｂ
１
Ｉ
１
１
１
ｌ
吟
ｂ
Ｐ
ｌ
肋
■
ｐ
ｂ
ｋ
ｒ
Ｊ
０
Ｌ
Ｄ
０
ｒ
悩
似
リ
レ
ー
Ｉ
い
、
腰

ば

な
ま
ち
で
す
。
こ
れ
ら
の
水
辺
と
周

辺
の
水
際
空
間
を
生
か
し
た
我
孫
子

ら
し
い
景
観
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で

と
て
も
大
切
で
す
。

谷
津
内
の
農
道
を
復
活
さ
せ
る
た

め
、
市
で
は
草
刈
り
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

岡
発
戸
・
都
部
地
区
の
谷
津
に
は
、

周
辺
の
集
落
を
結
ぶ
道
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
し
た
が
、
草
や
木
が
繁
茂
し

て
通
行
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
市
と
市
民
の
皆
ざ
ん
と

協
働
で
草
刈
り
を
行
い
、
農
道
の
復

活
を
め
ざ
し
ま
す
。

日
時
。
場
所
、
月
５
日
（
土
）
午
前

、
時
中
央
学
院
高
校
正
門
前
集
合
、

午
後
３
時
解
散
予
定
（
荒
天
中
止
）

※
作
業
時
間
は
、
こ
の
時
間
帯
の
中

で
各
自
自
由
と
し
ま
す
。

※
作
業
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
を
。

持
参
軍
手
、
あ
れ
ば
鋼
漆
ど
（
午

前
・
午
後
と
も
参
加
の
方
は
昼
食
）

申
し
込
み
。
画
電
話
で
、
月
４
日

ま
で
に
手
賀
沼
課
・
内
線
４
６
４
へ

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
の
午
前
８

時
か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
壷
７
１

８
５
１
５
０
０
０
コ
ー
ド
番
号
８
５

０
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
１
口
■
Ｐ
Ｉ
ｌ
ｐ
■
■
■
■
Ｐ
Ｌ
Ｄ
■
ロ
■
■
画
■
■
■
■
■
ｒ
Ｂ
■
■
■
Ｂ
Ｐ
Ｌ
且
■
、
』
Ｊ
■
二
■
■
■
『
■
■
■
■
■
■
■
呵
二
い
，
１
１
国
■
■
■
■
Ｐ
ｎ
Ｍ
日
０
口
■
ｎ
ｉ
Ｉ
際
‐
一
斤
区
，
Ⅱ
ｌ
即
■
■
一
■
■
Ｆ
１
け
．
・
１
１

我
孫
子
市
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
学

習
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
回
の
学
習
会
で
は
、
「
谷
津
田

を
よ
み
が
え
ら
せ
る
意
陸
と
題
し

て
、
谷
津
の
自
然
環
境
の
成
り
立
ち

‐
灘
鵠
溌
議
事
。
｜
剛
馴
見
一

畷
菱
鯏
騨
灘
選
手

く
ほ
か
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
お
畔
峰

答
え
す
る
時
間
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
鳳
卿
刈

呈
９
月
萱
主
嘉
鐸
か
畑

ら
正
午

場
所
手
賀
沼
親
水
広
場
天
の
塗
手
賀
沼
の
現
状
と
、
湖
上
か
ら
の

内
容
「
水
辺
・
ウ
オ
ー
タ
ー
フ
ロ
景
色
を
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、
手
賀

ン
ト
で
の
景
観
づ
く
り
の
考
え
方
」
一
沼
ふ
れ
あ
い
船
上
見
学
会
を
開
催
し

講
師
…
横
内
窓
久
さ
ん
（
日
本
大
学
ま
す
。

教
授
）
水
質
が
改
善
き
れ
た
手
賀
沼
を
船

参
加
費
無
料
の
上
か
ら
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み
不
要
置
接
会
場
へ
）
日
時
、
月
６
旦
旦
王
剛
ｍ
時
、

固
都
市
計
画
課
・
内
線
５
７
８
皿
時
、
午
後
１
時
如
分
、
２
時
犯
分

谷
津
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か

匡
境
境
レ
ン
ジ
ヤ
ー
学
習
会

ー←＝司一~~11■l■■－・唾．
笛･･－－＝~一コ‘一一 苧 一一＝ 壷.B■ーー

１

１

判

ｄ

ｌ

‐

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

０

Ⅱ

ｌ

Ⅱ

Ｏ

ｇ

ｒ

Ｄ

０ユ
」

h

１
１

エ
コ
・
ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
の
課

題
な
ど
を
内
容
と
し
た
講
演
を
行
い

ま
す
。

谷
津
の
自
然
や
環
境
保
全
に
興
味

Ⅱ
の
あ
る
方
を
は
じ
め
、
ど
な
た

卜
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

一
日
時
９
月
墾
日
（
土
）
午
後
１

“
時
犯
分
か
ら
３
時
犯
分

“
場
所
手
賀
沼
親
水
広
場
「
水

岬
の
館
」

郡
内
容
「
谷
津
田
を
よ
み
が
え

“
ら
せ
る
意
陸
講
師
…
守
山

’
望
弘
ざ
ん
（
元
農
林
水
産
省
農
業

恥
環
境
技
術
研
究
所
上
席
研
究
官
）

幽
参
加
餐
無
料

旦

喜
』
申
し
込
み
不
要
（
直
接
会
場

聖
へ
）

陛
圃
手
賀
沼
課
・
内
線
４
６
２

や
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
の
位
置
づ
け
、

エ
コ
・
ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
の
課

10月は手賀沼浄化月間

手賀沼ふれあい
船上見学_会

卜

の
４
回
（
雨
天
実
施
、
荒
天
中
止
）

集
合
場
所
手
賀
沼
公
園
内
ボ
ー
ト

乗
り
場

乗
船
時
間
約
犯
分

参
加
資
格
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

定
員
応
募
者
全
員
が
乗
船
可

参
加
費
無
料

申
し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
の

乗
船
時
刻
（
第
１
・
第
２
希
望
）
、

返
信
面
に
あ
て
先
を
明
記
し
、
９
月

麺
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１

１
１
９
２
（
住
所
省
略
可
）
市
役
所

手
賀
沼
課
へ

※
家
族
や
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、
全

員
の
氏
名
・
年
齢
、
代
表
者
の
住
所

電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
状
況
に
よ
っ
て
は
、
希
望
の

乗
船
時
刻
に
乗
船
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

固
手
賀
沼
課
・
内
線
４
６
２

日
時
。
場
所
、
月
幻
日
（
日
）
午
前

８
時
釦
分
関
宿
城
博
物
館
集
合
、
午

後
５
時
同
博
物
館
解
散
予
定

内
容
江
戸
城
富
士
見
櫓
、
平
将
門

関
連
史
跡
の
見
学

定
員
先
着
和
人

参
加
蚕
４
０
０
０
円
（
小
学
生
以

下
３
０
０
０
円
）
〈
バ
ス
・
昼
食
・

保
険
代
〉

申
し
込
み
。
圖
電
話
で
９
月
幻
日

午
前
９
時
か
ら
関
宿
城
博
物
館
学
芸

課
毒
７
１
９
６
１
１
４
０
０
へ

県立関宿城博物館｜
バス貝学会｜

画=_－－－－---一一一.-一．＝■．=－－．－．－一一△

やぐらまさかど

東京~富士見櫓と将門

文芸だより
あびこ 短歌 俳句文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切

りは毎月20日(必着)。ハガキで1人1作に限ります。
応募先〒270-1192(住所省略可)市役所広報室錘

山本寛太選 竹 内 日 ． 選

そ
る

炎
天
下
揃
ひ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
汗
流
し
清
掃
作
業
の
シ
ル

バ
ー
・
パ
ワ
ー

小
林
直
江

こ
ぬ
は
げ

ほ
つ
ほ
つ
と
木
の
葉
濡
ら
す
と
思
ふ
間
に
た
ち
ま
ち
烈

し
奥
飛
騨
の
雨
海
老
塚
悪
美
子

よ
い
な
が

寝
苦
し
き
残
暑
の
宵
に
庭
に
立
ち
眺
む
る
月
に
秋
を
感

ぜ
り

須
田
利
夫

繍
鍼
準
こ
み
て
治
享
呈
し
毒

須
田
博

だ
ん
か
た
な
ぎ
よ
う
つ
ま

梗
家
に
て
僧
侶
の
棚
経
の
道
案
内
猛
暑
の
中
を
夫
は
つ

と
め
ぬ

新
堀
孝
女

し

お
う
じ

根
戸
城
趾
草
分
け
登
り
見
は
る
か
す
往
時
の
沼
の
広
さ

解
弓

鈴
木
藤
枝

式
典
の
広
場
に
鐘
の
な
り
わ
た
る
原
爆
投
下
の
魔
の
時

刻
な
り

青
木
正
子

水
を
霧
と
琴
し
陰
不
豐
蕊
享
な
り
て

つ
い濃

え
果
て
た
り

三
谷
和
夫

澪
秤
喜
轟
き
し
黙
套
壁
草
寧

と
も
ほ
う
じ
ょ
う
あ
お
ば
づ
く

日
の
落
ち
て
灯
る
方
丈
青
葉
木
菟
町
田
進

津
軽
弁
飛
び
壷
ふ
風
鈴
列
車
か
な
小
林
光
江

う
か

蝉
の
羽
化
夜
を
泣
き
つ
ぐ
赤
子
ゐ
て
渋
谷
多
佳
子

夷
亨
企
巽
フ
、
い
や
と
こ
界
や
し
よ
つ

金
策
の
男
炎
暑
を
衝
い
て
来
る
今
井
岩
夫

雲
癖
ど
い
ふ
し
づ
け
ざ
を
掌
に
あ
そ
ぶ
青
山
陽
子

て

小
児
科
の
混
み
合
ひ
て
を
る
残
暑
か
な
下
田
文
子

送
り
火
の
た
め
ら
ふ
ご
と
く
消
え
に
け
り
川
上
進
也

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

ご
ろ

八
月
の
中
頃
、
手
賀
沼
遊
歩
道
わ

し
げ

き
の
繁
み
で
、
長
い
穂
を
伸
ば
し
た

ミ
ズ
ヒ
キ
を
見
か
け
ま
し
た
。

ミ
ズ
ヒ
キ
に
は
花
び
ら
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
癖
し
べ
や
岬
し
べ
を
包
ん

が
く

で
保
護
す
る
薯
が
あ
り
ま
す
。

長
い
軸
に
横
向
き
で
、
ま
ば
ら
に

つ
く
花
や
果
実
は
、
上
か
ら
見
る
と

赤
く
見
え
、
下
か
ら
見
る
と
白
く
見

ド

ミズヒキ
(たで科）

・
日
日
夕

え
ま
す
。
こ
れ
は
四
つ
に
深
く
裂
け

尻
ご
え

た
等
の
う
ち
、
上
三
枚
が
赤
色
で
、

下
一
枚
が
白
い
か
ら
で
す
。
こ
の

し
ん
も
つ

赤
・
白
の
色
は
、
進
物
に
か
け
る
紅

白
の
「
水
引
き
」
に
似
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、
ミ
ズ
ヒ
キ
の
名
が
つ
い
た

と
い
わ
れ
ま
す
。
花
の
雌
し
べ
の
先

の
震
拝
び
毒
分
惣
騨
呼

び
ま
す
が
、
ミ
ズ
ヒ
キ
の
二
本
の
花

柱
は
果
実
に
な
っ
て
も
残
り
、
薯
よ

り
も
長
く
突
き
出
て
カ
ギ
状
に
曲
が

る
の
で
、
動
物
の
体
に
ひ
つ
つ
く
こ

と
が
で
き
、
種
子
の
散
布
に
役
立
ち

か
き

ま
す
。
ま
た
紅
白
の
薯
も
果
期
に
な

っ
て
も
残
る
の
で
、
い
つ
ま
で
も
紅

白
の
穂
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

天
引
き
の
こ
ぼ
れ
て
浮
き
ぬ

き
Ｐ
）
よ
う

Ｌ
Ⅸ
甘
隆
Ⅲ
Ⅲ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
－

－

』

不
用
品
情
報

Ⅱ
繊
り
ま
す
Ⅱ

有
料
で
＊
シ
ャ
ー
プ
フ
ァ

ク
ス
電
話
機
・
・
有
坂
毒
７
１

８
８
１
０
３
０
１

無
料
で
＊
小
型
犬
用
犬
小

屋
…
長
尾
壷
７
１
８
３
１
０

６
６
５
，
＊
東
芝
ワ
ー
プ

ロ
・
Ｊ
Ｗ
鋤
Ｆ
ｘ
…
片
平
壷

７
１
８
３
１
‐
２
９
４
０

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

有
料
で
＊
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ

ー
ル
ド
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
英
語

シ
ス
テ
ム
…
小
野
電
０
９
０

８
１
２
２
２
９
１
７
９
５
６

無
料
で
＊
テ
レ
ビ
畔
型
以

上
…
Ａ
Ｌ
Ｉ
（
ア
リ
）
壷
７

１
８
６
‐
１
０
６
７
７

申
し
込
み
各
連
絡
先
に
直

接
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

画
ふ
れ
あ
い
工
房
霊
７
１

８
６
，
１
５
５
０
０

I

■

人口ど世帯数(9月1日現在）＊人口129,450人外国人841人心世帯数48,630世帯厩翻この広報紙は100％再生紙、大豆インクを使用しています
区
艮


